
【別紙３】

経済産業省商務・サービスグループ文化創造産業課経済産業省商務・サービスグループ文化創造産業課

事業名：コンテンツ産業成長投資支援事業費補助金（ＩＰ新規創出支援）に係る補助事業者（事務局）の採択結果について

（採択事業者）

事業者名 法人番号 提案価格

株式会社ＣＡＮＴＥＥＮ 6011003010277 1,000,000,000円

（提案事業者名）

①株式会社ＣＡＮＴＥＥＮ

②株式会社クリーク・アンド・リバー社

（審査委員属性）

大学教授

大学教授

独立行政法人職員

（評価コメント）

提案事業者名

特定非営利活動法人映像産業振興機構

・今回の事業に対して、必要な事業資金の調達は可能であると判断できるが、例年の売上高の2倍程度の事業費（うち7割は開発支援費用だが）はやや懸念がある。

・過去の事業の成果を踏まえ、評価できる実績が残っている場合は、その点の評価を優先して事業者として選定してよいものと考える。

・しかし、その点を除けば、これまでの類似事業経験、座組を含めた準備状況、実行にかかわるスケジュールなどについては，十分な準備がされている。

・スタートアップ支援事業の伴走支援を含め、コンテンツの中でも分野別に配慮がなされており、業界ごとの課題に沿った支援が期待できる。

・クリエイター支援だけでなく、投資経験のあるアドバイザーも配置されており、スタートアップ支援という観点でも支援に期待ができる。

・過年度実績を前提にした即応性、分野別の具体的な出口設計、コンソーシアムによる補完関係が明確である点を肯定的に評価した。特に、ゲーム・映像・音楽の3分野に対して審査設計・伴走・広報・マッチングを分野特性に合わせて差別化している点、また過年度成果事例を用いて継続性を示している点は強く評価できる。

・一方、外注先に全体管理サポート・事務局運営を委託する点、幹事会社自身が音楽分野の専門事業者を兼務する構造について、分野間公平性・利益相反管理・配分の透明性に懸念あり。

公募審査（採択）結果の公表

令和8年3月10日

コメント


